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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 〇前回の記録と同程度、もしくは上回った種目 

・上体起こし ・反復横跳び ・50ｍ走 

・20ｍシャトルラン ・立ち幅跳び  

〇前回の記録を下回った種目 

・握力 ・長座体前屈 ・ソフトボール投げ 

〇「琴似スポーツウィーク」で鉄棒・マット・跳び箱

を設置するなど、様々な運動に取り組む機会を増や

すことができた成果と考えられる。 

 〇前回の記録と同程度、もしくは上回った種目 

・反復横跳び ・20ｍシャトルラン  

・50ｍ走 ・立ち幅跳び 

〇前回の記録を下回った種目 

・握力 ・上体起こし ・長座体前屈 

・ソフトボール投げ 

〇「琴似スポーツウィーク」で鉄棒・マット・跳び箱

を設置するなど、様々な運動に取り組む機会を増や

すことができた成果と考えられる。 

 
○「運動やスポーツをすることは好き」と返答した 

子どもの割合 R6 男子 88.0% 女子 85.9%  

R7 男子 95.7% 女子 80.0％ 

〇体育の授業を除く１週間の総運動時間が 60 分未 
満の子どもの割合 R6 男子 6.1％ 女子 17.9% 

  R7 男子 0.0% 女子 15.9% 

〇委員会主体の集会や「琴似スポーツウィーク」で鉄

棒などを設置することで運動の機会が増えたと考え

られる。しかし、ほとんど運動しない子どもも一定

数いるので運動に親しむ機会の創出の工夫が継続的

な課題である。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 

・児童アンケートや保護者アンケートの活用 ・学校評議員・学校関係者評価の活用 ・全国体力・運動能力、運動習慣等調査の活用 

体力・運動能力
＜男子＞ 

体力・運動能力
＜女子＞ 

具体的な

取組 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

・１時間の中で、課題を設定

し、それに向かって子どもが

探究することができるような

手立てを講じる。 
 
・運動量を確保し、子どもが運

動の楽しさに触れられる学習

活動を行う。 
 
・子どもの運動への意欲を高め

るためにＩＣＴを活用する。 

・学級活動や保健の学習の中で、手

洗いうがいなどの健康的な生活習

慣についての指導を継続して行

う。 
 
・健康的な望ましい食習慣を身に付

けるために食に関する指導を充実

させる。 
 
 ・学年の発達段階に応じた性に関

する指導を継続して行う。 

・「琴似スポーツウィーク」「琴似★ 
体力もりもり★サーキット」を設定 
し、体育館に鉄棒・マット・跳び箱 
を設置したり、反復横跳びなどの場 
を設定したりすることで、運動機会 
の充実を図る。  
 

・体育館横の広場を、なわとびができ 
る場と設定して休み時間に割り当て 
たり、ドッジボールなどのボールを 
使った遊びをできる週を設定したり 
することで、多様な動きをする機会 
を増やす。 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 


